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　コミュニティ放送は巨大災害時に役立ちます。
だけど私はラヂオきしわだは役立たずの昼行灯
であれと願ってます。巨大災害は嫌だがこの行
灯は灯が点くように常に手入れしておく必要は
あります。ご協力をお願いいたします。
　こんな私は1949年、岸和田市北町、紀州街
道沿いの眼鏡店の長男に生まれました。団塊の
世代です。一軒北隣は旧和泉銀行本店で、今も
昔も祭りの時は年番本部になります。昭和20
年代、30年代のらんかん橋通、鍛冶屋町通は
殷賑を極めお店がずらっ、人もいっぱいでした。
　大学卒業後東京の銀行に就職しましたが、初
任地は大阪支店で実家から通勤しました。半年
経った秋、父が胃癌で手術。母に手のかかる男
二人は面倒見切れんと言われ、独身寮に入寮し
ました。これを機に私は岸和田を離れました。
　銀行員時代の忘れられない出来事があります。
取引先でご挨拶。私が岸和田出身と分かると
「紹介したいヤツがいる」と同郷の東出さんを
呼び「こいつ入社以来、毎年必ずだんじり祭り
は休む」。
　だんじりが好きで定年後地元に戻って来まし
た。
　平成17年11月、浪切ホール前お祭り広場で
開催された「環境フェア」で、ＭＣの本庄強さ
んに「まちおこしにラジオ放送をやりません
か」と言われたのがこの道に入ったきっかけで
す。以来早や11年の歳月が流れました。
　ラヂオきしわだは平成23年５月10日に開局。
「みんなで創る　みんなの放送局」をモットー
に1年365日24時間１日も休むことなく自分達
で制作した番組を放送しています。間もなく丸

６年を迎えますが、電波は目に見えないためラ
ヂオきしわだをご存知ない方がたくさん居られ
ます。
　そこでどうやって知ってもらうか、無いチエ
を絞り３つの方法を考えました。
　第１の方法は出来るだけ大勢の方にご出演を
お願いすることです。出演された方及び知り合
いに聞いてもらい、ラヂオきしわだを広めて貰
えたら嬉しいなという考えです。
　第２は聴こえが悪いという方のため、テレビ
岸和田のケーブルを通じて放送を聴いてもらえ
るようにしました。「再放送を委託しました」
と毎日放送しているのはこの事です。またパソ
コンや携帯電話でも聴いていただけるようにし
ました。毎週火曜日朝にはロサンジェルスから
メールが届きます。
　第３はお店に伺い「ラヂオきしわだを流し
て」とお願いしました。100超のお店にご協力
を願いラジオを置かせてもらいました。昨秋以
降道の駅愛彩ランドでは３本のスピーカーから
ラヂオきしわだが流れています。岸和田の郵便
局のうち約半分の局でラヂオきしわだを聴いて
いただけます。
　私は岸和田のストリート・ミュージシャンが
どんどんラヂオきしわだを利用して欲しいなと
切望しています。ラヂオきしわだがラヂオ文化
を発信するにはまだまだ時間が掛かりそうです
が、良い番組を作り沢山の人に聴いていただき
たいと日々もがいております。課題・願望は尽
きませんが、一つひとつ乗り越えて行きます。
　引き続きご支援・ご鞭撻のほど宜しくお願い
いたします。

ラジオで文化とまちおこし

特定非営利活動法人ラヂオきしわだ  理事長 梶野　昭太郎
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　佐々木政乂は、明治維新の12年前、安政

３年（1856）に岸和田藩士佐々木政徳の長

男として生まれました。慶応元年（1865）

10歳で藩校「講習館」に入り土屋鳳州に学

び、また11歳で武術を鍛える修武館にも入

館し、文武両道に励みました。明治3年

（1870）に父が亡くなり15歳で家督を継

ぎました。明治4年（1871）に廃藩置県と

なり、藩校は閉鎖。岸和田学館となりまし

たがこれもすぐに閉校されました。

　その後小学校の教員をしましたが、明治

９年（1876）京都府師範学校に入学。翌

10年に卒業し京都府小学校教員になりまし

た。同11年（1878）には堺県小学校教員

に転職し、翌12年に高木小学校（現在の八

木小学校）に勤務し明治14年（1881）ま

で勤務しました。

　明治14年（1881）4月に堺県が大阪府に

合併された後、大阪府南部・日根郡書記と

なり同18年（1885）まで勤めました。

　同19年（1886）2月多くの人に推されて

大阪府南部選出の府会議員に当選し、いよ

いよ政界に入ります。

　政乂は「教育と産業は車の両輪のごと

し」という信念を持っており、その信念に

基づき大阪府立農学校の開設、大阪府尋常

師範学校女子部の設置の実現に尽力。また

大阪工業学校、第六尋常中学校（現在の岸

和田高等学校）、泉南郡立高等女学校（現

在の和泉高等学校）の創設などに尽力して

います。大阪府立農学校は、初めは農学

科・獣医科だけでしたが、その後養蚕科・

製糸科が追加されました。

　明治22年（1889）2月に大日本帝国憲法

発布。翌23年に第１回衆議院選挙が実施さ

れ、政乂は大阪府第９区から立候補し当選

します。その後第５回の選挙では落選の憂

き目をみたものの補欠選挙で当選、明治35

年の第７回選挙でも当選し6期議員を勤めま

したが48歳で引退しました。

　大阪府の農民は全国平均の約2倍という高

い地租に悩まされていたのを、府会議員及

び衆議院議員時代を通じて地価修正運動に

大きな役割を果たし、地租１割７分の軽減

に成功しました。

　実業界でも南海鉄道、岸和田紡績会社、

五十一銀行などの役職に就き活躍します。

政乂の存在は議員在職中も辞職後も岸和田

を中心に泉南地域の政財界に大きな影響力

を持ちましたが明治40年（1907）5月、51

歳で亡くなりました。

　政乂の息子たちは金融業界で活躍しま

す。9男の佐々木勇蔵は、昭和26年（1951）に

泉州銀行を設立したことで知られていま

す。

佐 々 木  政 乂
さ 　 　 さ 　 　 き せ い  が い

岸和田の大政治家

教育・政治・実業界で活躍

信念を貫いて

参考文献：「佐々木政乂伝」
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　２月19日、淡路島への研修旅行に参加しました。私
は岸和田を飛び出しての文化事業協会行事へは初めて
の参加です。少々緊張つつ、物慣れた皆様と一緒に、
市役所前からバスに乗り込みました。総勢18名の旅の
始まりです。
　思い思いにお喋りをしているうちに、バスは明石海
峡大橋を渡り、淡路島へ上陸です。眺めの良いサービ
スエリアで休憩をとりました。青空の下リフレッシュ
した後、最初の見学地淡路市立しづかホールへ向かい
ました。

　しづかホ
ールは、淡
路島にゆか
りの静御前
にちなんだ
ホールとの
こと。源義
経亡き後、
淡路島に隠
れ住んだと

いう伝説があるのだそうです。その静御前の舞扇をイ
メージして作られた建物は、なかなかユニークな外観
でした。オーストラリアのオペラハウスか、ジブリの
名作に登場する巨大生物か（失礼！）。でも、銀色に
輝く屋根は、晴れた空に輝いてとてもきれいでした。
この日は『しづかマルシェ』と銘打ったイベントが催
されていました。802席を有するホールはこのイベン
トのため、残念ながら見学はできませんでしたが、フ
リーマーケットや、ホワイエをギャラリーとして使用
しているのを拝見し、地元の皆さんが集い作っている
親しみやすい雰囲気を楽しみました。
　この後は、お待ちかねの昼食です。淡路ごちそう館御
食国は、レンガ造りのレトロな建物で、元は鐘紡の工場
だったそうです。御食国は昔、朝廷に天皇のお食事を献
上していた国のこと。その名に違わぬ美味しいお食事で
した。ことに、陶板焼きの淡路牛が最高でした。
　おなかが満足した後は、心の満足。淡路人形座で人
形浄瑠璃を観劇しました。ここは人形浄瑠璃を上演す
る常設館です。客席は淡路の瓦や兵庫県産木材で作ら
れた情緒あふれる空間でした。この日の演目は、「と
とさんの名は十郎兵衛、かかさんはお弓と申します」
で有名な『傾城阿波の鳴門 巡礼歌の段』でした。最初
に人形の仕組み、操る三人の役割など説明を聞き、い
よいよ開演です。淀みなく滑らかな人形の動き、太夫

の唄、三味線の音色など、観るうちにどんどん引き込
まれていきます。いつの間にか人形遣いの姿は消え、
人形たちが息づき、表情豊かに生きて動いているかのよ
うな感覚になります。それは、なんともいえない不思議
な魅力でした。
　観劇後、人形と一緒に記念撮影をして、淡路人形浄
瑠璃資料館へと向かいました。ここには、淡路人形浄
瑠璃の名門『市村六之丞座』の人形や道具を展示して
います。衣装の見事な刺繍や、役ごとに工夫の凝らさ
れた頭など、どれも興味深いものばかりです。最初に、
淡路人形浄瑠璃の発祥から華やかなりし時代の様子、
現在どのように文化継承のための工夫がなされている
かを聞きました。人形浄瑠璃が生まれる以前から、淡
路には人形操りの伝統があったそうです。やがて、人
形操りと唄、三味線が結びつき、人形浄瑠璃へと発展
します。淡路の人形座が日本全国へ人形浄瑠璃を伝え、
歌舞伎とともに人気を集めました。歌舞伎の有名な演
目『仮名手本忠臣蔵』は、最初人形浄瑠璃の作品だっ
たのがそのまま歌舞伎で上演されたという話は、驚き
でした。淡路では後継者を養成するため、行政の支援
地域住民のボランティア支援の他、子供会や小中高校
のクラブ活動で人形座座員による指導などが行われて
いるそうです。文化を次世代に引き継いでいく為でき
ること、すべきことせねばならぬことは、私たちにも
共通する大きなテーマだと強く感じました。
　この日最後の見学は、伊弉諾神社です。淡路国一の
宮として古くから崇敬されてきました。広くて清々し
い境内を通り、本殿に参拝しました。白無垢に紋付き
袴の新郎新婦が、写真の前撮りをしているのを微笑ま
しく見つつ、社殿を後にしました。
　その場に行ってわかる空気や人の思いは旅の何より
の醍醐味だと、改めて感じた一日でした。参加してよ
かった。素敵な時間をありがとうございました。

淡路島プチプチ
研修旅行
小末　元恵
こず　え

み

つけくに

い ざ な ぎ

しづかホール

淡路人形座にて
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　今年度の卒業制作展のテーマは「glitter」（キラ

キラ輝く）です。

　展示場内は、商業・情報科パネルとデザインシス

テム科の４分野のパネルの配置がスッキリとデザイ

ンされ、スムーズに見て回われました。

　プロダクト分野では、木工作品・衣装タンスや飾

り棚等、スペース分野では、設計図や建物の模型な

ど、テキスタイル分野は、様々なドレスがボディに

着付けられ、また絞り染めや織機にかけて織りあげ

た布地、小物作品など見飽きません。ビジュアル分

野では、イラスト、映像等どの作品も各自のテーマ

や制作への意気込みがはっきりと見え、楽しく見ご

たえのある展示でした。

❖会場でデザインシステム科長の川瀬瞳教諭にお話
　を伺いました。

•生徒は目的意識を持って入学して来ているので、

　シッカリと学びます。

•１年で広く基礎知識を学び２年で２分野、３年で

　１分野と絞って専門性の深化を図るようにしてい

　ます。

•デザインとは生活の全ての面に関わるものである

　ため人に役立つよう、社会に貢献することをしっ

　かりと教えます。

•各学年１クラスで、制作そのものも協力し合いま

　すし、先輩後輩の縦のつながりを大切にしていま

　す。

•毎年後輩たちは、次に自分たちに順が回って来た

　時には先輩を越えようと意欲を燃やしています。

•卒業後の進路はほとんどが進学です。デザイン関

　係の仕事に就くには更に専門性や技術を磨く必要

があると感じて４年制・短期の大学や専門学校など

を選んでいます。

　展示場内でプロダクト分野の娘さんを持つ保護者

の方にお話を伺いました。

　「小学生時代からファッション雑誌を見たり服飾

に関心がありました。普通科は自分の進路ではない

とはっきり思っていたようです。入試には実技・

デッサン・配色が課されるのでそのための受験勉強

もしました。１年生で基礎、２年生で２分野を選

択、３年生で１分野に絞るというシステムなので、

自分が本当は何が好きで向いているかを見極めら

れ、『ここで学んで良かった』と言ってくれたのは

親として大変うれしいです。また作品を見て、ああ

こんなものが出来るようになったんだととても喜ば

しく思いました」と話してくださいました。

　商業科の産業フェアのスペースでは、「泉タコ」

の商品化への挑戦が紹介され、生き生きと学生生活

を送っている様子が伝わってきました。

　岸和田市立産業高等学校には、デザインシステム科というコー
スがあります。そして更に専門性を深めるためプロダクト、スペー
ス、テキスタイル、ビジュアルと４分野の専門コースが設けられて
います。
　デザインシステム科では、学んだことを広く披露するため、24
年にわたりマドカホールに於いて卒業制作展を開催してきまし
た。
　今年は１月20日～22日の３日間展示場において作品展、22
日にはホールにてファッションショーという日程でした。
　そこで展示やファッションショーを取材させていただきました。

自信と誇り高らかに
3年間の学びの結晶を披露！！
自信と誇り高らかに
3年間の学びの結晶を披露！！
岸和田市立産業高等学校デザインシステム科岸和田市立産業高等学校デザインシステム科
卒業制作展

企画・実行 全ては生徒の手で

Cultural Hot Spot In KishiwadaCultural Hot Spot In KishiwadaCultural Hot Spot In KishiwadaCultural Hot Spot In Kishiwada
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岸和田の文化ホット情報岸和田の文化ホット情報

　ファッションショーでは、先ずホールの開場を待つ

人たちの長蛇の列に驚きました。保護者、卒業生、下

級生など皆さん期待感に満ちて待っている様子があり

ありと覗えます。

　ホールに入ると、舞台中央にＤＪがいて場内を盛り上

げ、本番を待つ期待感が一層高まるという中々心憎い演

出です。

　ファッションショーにおいても音響・照明・映像等全て

生徒による演出ですし全員出演です。心憎いばかりのテン

ポの良さでショーが繰り広げられていきます。胸を張り背

筋をシャンと伸ばして堂々たるモデルウォークです。

　プログラムは３つに区分され、1stステージをjapanese・

china。2ndステージをretro・lolita・fancy・cool。3rdステー

ジをbeautyとテーマ別の衣服が音楽に乗って披露されま

す。舞台の上手・下手から出て交差、花道から客席中央

の通路を使っての交差など変幻自在に衣服を見せていき

ます。衣服のデザイン、色使い、演出など全てに思わず

見とれてしまいました。

　終了後は、ホール下の階段からホワイエにかけて全員

で観客の送り出しです。

観客の皆さん大満足の笑顔でした。

　卒業制作展代表の三好亜実さんに声をかけました。

「随分充実していましたね」「はい、達成感がありま

す！」と瞳が文字通り輝いていました。

　デザインシステム科3年生の皆さんに心からのエール

を送りたいと思いました。

　皆さん来年は是非卒業制作展・ファンションショーを

ご覧になってください。

　驚き感動しいっぱいの元気がもらえること請け合い

です!! （文責　本郷　元子）

圧倒されるファッションショー
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　５年前NHK連続テレ

ビ小説「カーネーショ

ン」で岸和田駅前がにぎ

わっていた頃、観光案内

所がオープンしました。

当初は「カーネーショ

ン」一色でしたが、続い

て大河ドラマ「八重の

桜」や近年の城ブームな

どで、だんじりだけでなく

城下町としても観光に訪

れる方がたくさんいらっ

しゃいます。

　案内所ではできるだけ新しい情報をお伝えしようと、岸ぶらという

webサイトを日々チェックしています。ヴェネチアビエンナーレ

（2015）も岸ぶらで知りました。日本館担当の塩田千春さんが岸和田

出身だと知り、新聞の展示風景の写真をみて「これは行ってみたい」

と思いました。幼なじみの友人に話したら、塩田さんの作品を以前横

浜で見たことがあり大ファンだとのこと。岸和田出身だと知らせると

「え～～ッ！」と驚きヴェネチア行きが決定しました。

　３日間のチケットを購入して観て回ったのですが、何といっても日

本館が一番素晴らしかったです。日本館の作品名は「掌(てのひら)の

鍵」。入口に入ると心地よい真っ赤な広い空間に２艘の船があり赤い

糸を天井から下に向けて絡み合わせ、その先に総数18万個の鍵がち

りばめられています。

　当時の写真を見直してみると今でもその時の感動が蘇ってきます。

絡まった赤い糸とその先に結ばれた無数の鍵の数々、それが計算さ

れた光の中の空間に埋め尽くされている、圧倒される程の数であるの

にとても居心地がいい、ずっとその場に居たくなる、私達２人はかな

りの時間それぞれにその場所にいました。

　帰国してから友人の写真を見せてもらったら、私の撮ったアングル

と全く違う船の底辺りに錆びた鍵が積み重なっている写真がありまし

た。私にはその部分が見えていなかったことを知らされました。別の

友人に写真を見せると赤い糸が人間の血管のように見えると言います。

人によってとらえ方が違うのですね。

　「赤い糸は鍵、つまり人をつなぎ、鍵の記憶つまり人の記憶を紡い

でいます。」と塩田さんは言っています。人生の鍵、心の鍵、防犯の

鍵、いろんな鍵がありますが『「掌の鍵」－The Key in the  

Hand』は、目のつけどころが何なのかわからないのですが、私の心

の鍵を開いてくれました。

　毎日飲むコーヒーをもっと美味しく…ある日ＵＣＣの

コーヒー講座生募集を見つけて、これと思い、先ずは大

阪市内ＵＣＣコーヒー喫茶直営店に数店行きました。他

店と違うおいしさ…早速申し込む。平成19年４月10日

ＵＣＣコーヒーアカデミー・ベーシックコースを終了し、

引き続いてプロフェッショナルコースを受講。

　受講後、美味しいコーヒーとは、豆・焙煎・抽出温

度・飲む環境が必要であることを知りました。

　コーヒーの風味は、焙煎の度合いや挽き加減（細かく、

荒く等）、淹れ方や用いる器具などにより異なるが、そ

れぞれの持ち味があるのに加えて本人の嗜好の問題で

あるため、万人に最善の方法だと言うものは存在しない

と思いました。

　そこで皆さん「ホッ」としたときにあなたは何を飲み

ますか？コーヒーの意外な実力をご存知でしょうか？

１．食後のコーヒーは胃酸を分泌して消化を助けてくれ

　ます。

２．カフェインは脂肪細胞の中に入って、脂肪を分解す

　る酵素を活性化してくれます。

３．コーヒー自体にはカロリーがないということです。

　だからと言って１日５杯以上になると、

逆に寿命が縮んでしまう可能性も

示唆されています。

やっぱり適量が大切ですね！

一語　縁一語　縁
Ichigo-Ichien

一

丹下　千鶴ヴェネチアビエンナーレに魅せられて

私とコーヒーの出合い 西出　安廣

会員のページ会員のページ

てのひら
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　昔話や民話などを浄瑠璃風に書き下ろ
し、節をつけて弾語りにするのが創作浄
瑠璃です。
　野澤松也さんは歌舞伎の舞台で三味線
を弾く傍ら、ライクワークとして、創作
浄瑠璃の演奏活動を続けています。
　来場された50名近い方々が、感動し楽
しい一時を過ごしていました。

野澤松也 創作浄瑠璃 新春弾語りライブ
平成29年1月27日(金)　午後7時開演

　昭和初期の蓄音機でSPレコードの音色を
聴きました。大阪市内や北摂にお住まいの方
も来られていました。チラシやインターネット
で周知されています。今回、初めて参加され
た方が多かったようです。これからも情報発
信をしてまいりますので、気楽にご参加くだ
さい。

蓄音機を使った昭和初期のレコードコンサート　Vol.12
平成29年3月14日（火）　午後1時30分～2時30分

　年５回程度開催しています「自泉
フレッシュコンサート」の出演者の中
から、１年の総まとめとして優秀な方
を推薦し、マドカホールでお披露目を
しています。優秀賞に大村優希恵さん
(フルート)、中道亜莉沙さん(ピアノ)、
今年度から設けられたオーディエン
ス賞に柴田由貴さん（ヴァイオリン）
が選ばれました。

　昨年のプレミアムコンサー
トで最優秀賞に選ばれた森田
美穂さんによるリサイタルで
す。クラリネットの音色に癒
された素敵な時間でした。

第10回フレッシュプレミアムコンサート
平成29年3月25日（土）　午後５時～　於：マドカホール

　2月4日のオーディションで
選ばれた、小学校低学年から
高校生まで20名の方が演奏
しました。130名もの入場者
があり、最優秀賞に粟田順平
さん(小6・ピアノ)、優秀賞に
有馬更紗さん(小2・ピアノ)、
土生夏未さん(高3・声楽)が選
ばれました。

第６回自泉ジュニアコンサート
平成29年2月26日(日)　午後2時～

◆初めて自泉会館に来ましたが、時間が無くてゆっくり館内を見学できなかっ
たことが残念です。和の文化を伝えていく事はすばらしいことです。私が住
む市も、この様なイベントを主催しているのか気になりました。
◆浄瑠璃を初めて聴きました。解説やお話もあり、初心者にもわかりやすく、歌
舞伎や文楽も、一度観てみたいと思いました。
◆三味線がこんなに語るものか、よくわかりました。おばあちゃんが残した三棹
位ある三味線、つま弾いてみたくなりました。
◆生の音での演奏を間近で聴くことができ、楽しかったです。三味線の音色や
文楽、歌舞伎で使われる同じ曲でも違いがあることを知りました。

〈皆さんの声〉
◆皆さんの演奏のすばらしさに感動させてもらいました。日々の練習の積み重ねの結果が今日
の発表会につながったのでしょうね。
◆素晴らしい演奏と歌声に感動しました。午後のひととき、心が和らぎました。
◆今後も、若い人たちの文化事業発展のために、ご尽力下さることを望みます。
◆初めて聴きに来ました。各演奏者とも良かった。年長者はやはり習熟度が高かった。次回も是
非来たいです。
◆学年が上がるにつれて、素晴らしい演奏でした。ヴァイオリンとピアノの息がぴったりで、とて
もステキでした。声楽の方は、プロで活躍してほしいです。上手でした。

　平成23年度からの新しい取り組みと
して、市内文化施設３館（マドカホー
ル・自泉会館・浪切ホール）が合同で事
業を制作。コンセプトは、『岸和田にこ
だわり、市民が参加すること』。平成28
年度はオペレッタ「桃と赤鬼」をテーマ
に、プロと市民の合唱団が岸和田の魅
力ある舞台をお届けしました。

３館合同事業 オペレッタ「桃と赤鬼」
平成29年3月19日（日）　午後２時～　於：マドカホール

第9回フレッシュプレミアムコンサート最優秀賞受賞記念　森田美穂クラリネットリサイタル
平成29年3月26日（日）　午後２時～

〈皆さんの声〉
◆子供から大人まで、とても楽しい時間を過ごすことができました。私は

昔話の語りをしておりますので、桃と赤鬼の話を語りたいと思います。

◆素晴らしかったです。鬼さんがいいですネ!!

◆はじめて「桃と赤鬼」を知りました。

◆見応えもあり、とても素晴らしかったです！　また、ぜひ聴きたいです。

〈皆さんの声〉
◆すごくハイレベルな演奏で驚きました。皆さん素晴らしかったです。

◆フレッシュコンサートの時から、成長された方が多く、演奏の機会の大

切さを感じました。

◆いろんなジャンルの楽器が聴けて、大変良かったです。とくに、ヴァイオ

リンとギターのコラボは初めてで、２つの弦の音色が絡み合う音は、大

変感動しました。

◆いろんなアーティストが一気に見られるのは、とても良かったです。オ

ーディエンス賞に投票できるのも楽しく、身が引き締まりました。

◆これからも、若い演奏者の未来へ羽ばたいていくための場に尽力下さ

るようお願いします。

〈
皆
さ
ん
の
声
〉

◆くるみ割り人形のテクニックは、クラリネットの新しい魅力にも気付
かされ、魅了されました。
◆アットホームな空間で、とても近くで聴けて良かったと思います。クラ
リネットが主役のリサイタルはめずらしく、作曲家や曲のことを背景
まで詳しく説明してもらい、興味を持って聴けました。
◆フランス風の音楽、バレエ音楽、オペラ音楽あり、クラリネットの技音、
魅力をあますところなく聴かせて頂いた。素晴らしい演奏会でした。

〈皆さんの声〉

〈
皆
さ
ん
の
声
〉

◆70歳近いですが、生まれて初めて聴きました。貝塚公民館で月１回レコードを聴きに行ってい
ますが、電子機器とはまた違う情緒ある音で、また来ます。
◆昔の人の声のすばらしさ。聴いたことのない曲も多かったですが、楽しい一時でした。心癒され
ました。
◆昭和初期の曲！････　どういう人がこのような曲を聴いていたのか考え、明治40年ころ～大正
の初期の時間も生計ゆとりある人々か。今、生きておれば100歳は超えている。楽しい時間、あ
りがとうございました。
◆楽しく拝聴しました。蓄音機の音色が好きなので、インターネット上で各地の「蓄音機コンサー
ト」をさがして、参加しています。
◆よく手入れされていた蓄音機、レコードも雑音の少ない美盤のオンパレードですね。しっかり
した音で、楽しく聴かせていただきました。次回も楽しみにしています。

アンケートからの抜粋Event ReportEvent ReportEvent Report 協会主催の事業にご来場いただき、
有難うございました。
アンケートにご協力いただいた方の
感想を紹介させていただきます。
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◆事務局
　〒596-0073
　岸和田市岸城町5-10 　岸和田市立自泉会館内
　TEL/FAX 072-437-3801
　Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

発行日：2017年4月25日

◆編集委員　　本郷元子・黒木幸子・小島栄子
　　　　　　　歯黒猛夫・藤田保平・堀野和人

発行：岸和田文化事業協会

vol.55
寒さ厳しい冬からポカポカ陽気の春へ。
春は旅立ちの季節です。
今回取材に行った産業高校の生徒さんたちもそれぞれ希望の
進路へと。わが家の娘も家を出て一人暮らしを始めました。
暖かい春、でも時々寂しさを感じる今日この頃です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小　  島）

編集後記

http://www2.sensyu.ne.jp/fontaine/ 岸和田文化事業協会 検索

平成29年度 定時総会開催
日　時  ：  平成29年6月3日（土）

  午後2時より
場　所  ：  岸和田市立自泉会館

平成29年度定時総会を下記の要領で開催します。

※展示室では会員展を開催しております。

第１部
第２部

総　 会

会員によるクラッシックコンサート

①平成28年度事業・決算報告　　②29年度事業計画・予算案審議内容

会員募集会員募集

詳しくは、岸和田文化事業協会事務局まで

年会費
（入会費不要）

個人会員（1口）　  2,000円
家族会員（1口）　  1,000円
（個人会員の同居家族）

団体会員（1口）　  5,000円
法人会員（1口）　10,000円
特別会員（1口）　50,000円

入会方法 協会事務局（自泉会館）で直接受付致します。
郵便振込の場合は　口座番号 00970̶9̶28145

加入者名　岸和田文化事業協会
TEL/FAX 072-437-3801  Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

平成29年度（平成29年4月～平成30年3月）

日　時：平成29年6月3日（土）

≪募集要項≫

リハーサルは当日の午前中を予定しています。
出演者の方は必ず総会にも出席してください。

会員によるクラシックコンサート出演者募集！
岸和田文化事業協会

午後3時45分（総会終了15分後）～5時の予定

・岸和田文化事業協会員であること。
・声楽・ピアノ・楽器(音響機器を使わないもの)で、ソロ・アン          
　サンブルは問いません。
・1組10分以内。
・6組出演予定。
・5月10日までに、名前、住所、連絡のつく電話番号、簡単なプ
　ロフィール、演奏曲(作曲者名)、演奏楽器名、演奏時間をお書
　きの上、岸和田文化事業協会までお届けください。
・人数多数の場合はこちらで審議いたします。希望に添えない場
　合はご了承ください。

日　時：平成29年6月2日（金）～6月4日（日）
場　　所：岸和田市立自泉会館　展示室
入  場  料：無　料

岸和田文化事業協会の会員による絵画・書道・陶芸・
パッチワークなどの作品展です。

第3回岸和田文化事業協会 会員展

午前10時～午後5時(最終日のみ午後4時まで)

◆ワークショップに参加しませんか◆

10：00
～12：00

6月2日　金曜日

「エレガントに
　　ストレッチ」

「自分で挽いた
お抹茶を
飲みましょう」

「羊毛フェルトで
作るちっちゃな
ペンギン」

「お箸入れと
　　ポチ袋作り」

総会中ですので
この時間はお休みです

「ちびっと人形劇」
※10：30～11：30

6月3日　土曜日 6月4日　日曜日

13：30
～15：30

有料、申し込み必要。 詳しくは、チラシをご覧ください。

日　     時：平成29年5月28日（日）2回公演

場　　所：岸和田市立自泉会館ホール
入  場  料：

出  演  者：『だがっきスイッチ』安永早絵子・安永友昭

0才から大人まで楽しめるコンサートです。
思わず体が動き出す楽しいリズム、心にす～っとしみこむ優しい音色に触れてみませんか。
マリンバ体験コーナーやみんなでリズムコーナーもあるよ。

だがっきスイッチコンサート

1回目　開演：午前11時（開場：午前10時45分）　　 　　
2回目　開演：午後1時   （開場：午後0時45分）

大人1,500円(当日500円増)
子ども(中学生以下)500円(当日 同額)
親子ペア(大人1人と未就学児1人)1,500円(当日500円増)

自作未発表のものに限ります。
資　　格　平成14年４月１日以前に生まれた人　
出 品 料   500円
搬入場所　マドカホール　展示場（荒木町１丁目）

※作品の額縁などにはつり下げ用のひもを必ず付けてください。
詳しくはマドカホールにて配布中の募集要領をご覧ください。

問合せ先：マドカホール　電話：443-3800　月曜日休館

会  期

第１期

第２期

第３期

第４期

部  門 出品数

洋画 額装（ガラス不可）

額装・屏風・着物・タペストリー・オブジェ等

1人1点

1人1点

1人1点

1人2点
以内
1人2点
以内

1人2点
以内

1人1点
展示期間  5/14㈰～21㈰

展示期間  5/28㈰～6/4㈰

展示期間  6/11㈰～18㈰

展示期間  6/25㈰～7/2㈰

額装・軸装・枠装・衝立・屏風・帖・巻物・刻字

額装・軸装

パネル張り・額装（ガラス･アクリル不可）

額装（ガラス･アクリル不可）

皿立て等、装飾的付属品不可
染織
陶芸
書

日本画

写真
俳画

体　　裁 搬入日時
5月9日（火）・ 10日（水）

5月23日（火）・24日（水）

6月6日（火）・7日（水）

6月20日（火）・21日（水）

午後１時～７時

午後１時～７時

午後１時～７時

午後１時～７時

「第68回岸和田市市展」への出品を募集いたします
文化情報

■お問い合わせ　岸和田文化事業協会事務局まで　
TEL/FAX 072-437-3801　Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

岸和田文化事業協会の事業 Information岸和田文化事業協会の事業 Information

第16回 由季パッワークキルトクラブ作品展
日　時：平成29年5月18日（木）～20日(土) 
　　　  午前10時～午後5時(最終日のみ午後4時まで)
会　場：岸和田市立浪切ホールの多目的ホール 
主催者：小木曽 由季　　　入場料：無　　料 
問合せ先：小木曽まで　TEL 072-422-2004
　　


